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１．研 究 目 的 

 本研究では、地域福祉推進における若い世代の人材育成と主体形成をテーマに、コミュ

ニティ・オーガニゼーションを基礎理論とし、地域福祉を推進する中核機関である社会福

祉協議会（以下社協という）および共同募金会（以下共募という）での地域福祉実践にお

ける人材育成を事例として、主体形成のプロセスについて実証的に研究するものである。  

 

２．研究の視点および方法 

 地域福祉を推進する中核機関、活動する社協とその財源としての共募という役割分担が

従来の姿である。しかしながら、役割分担をしつつも、重なりあう部分があってもいいの

ではないか。その重なりあう部分こそ地域福祉を推進するうえで欠かすことができない、

人材育成であると考える。そして、主体形成は、住民の力や能力を引き出し、個人や共同

体の自己決定能力を向上させることを目標の一つとしている。また、コミュニティへの参

加やリーダーシップの育成など、様々な要素を含んでいる。しかしながら、主体形成は複

雑なプロセスであり、個人の内的要因だけでなく、外的要因も考慮する必要がある。 

研究方法は、主体を形成するにあたっては、内的要因は自身の変容、外的要因は地域住

民やコミュニティ・ワーカーからの影響によって変容が起こると仮説を示し、住民参画と

協働による「社協における地域福祉型社会福祉士実習」及び「共募における小地域を基盤

とした若い世代の人材育成」を事例とし、アクションリサーチを取り入れ、参加者にイン

タビュー調査を行い分析する。具体的には、コミュニケーション・オーガニゼーションの

プロセス・モデル（山口稔（2000）『社会福祉協議会理論の形成と発展』八千代出版 182-187）

を参考に、筆者が改編し、個人と集団の視点から、そのプロセスを①準備段階、②問題発

見、課題の明確化・共有化段階、③目標設定と解決策策定段階、④実行段階、⑤評価・検

証段階の５段階に分け、各段階における目標（個人と集団の視点）、方法（個人と集団の視

点、ツールと手法）、コミュニティ・ワーカーの役割について分析し、個人と集団の主体形

成のプロセスについて、内的要因と外的要因から実証的に明らかにするものである。 

 

３．倫理的配慮 

 日本社会福祉学会研究倫理規程を遵守するとともに、研究の趣旨、プライバシーの保護、

学術雑誌等への公表、個人が特定されないことを説明し、同意を得る倫理的配慮を行う。 

 なお、本発表に関連して、開示すべき COI はない。 
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４．研 究 結 果 

住民参画と協働による社会福祉協議会と共同募金会の２つの実践を通し、コミュニテ

ィ・オーガニゼーションにおける①準備段階、②問題発見、課題の明確化・共有化段階、

③目標設定と解決策策定段階、⑤実行段階、⑤評価・検証段階の各段階において、個人・

集団ともに自身に求める内的要因と周囲の状況や他者からの影響など自身以外に求める外

的要因が存在しており、目標（ゴール）には、個人・集団ともに内的要因が、方法（メソ

ッド）には、個人・集団ともに内的要因と外的要因の双方が存在していること。そのプロ

セスとして、コミュニティ・ワーカーからの提案や住民からの期待や課題提起などの外的

要因をきっかけとして、「１準備段階の方法」では個人の視点として自らの役割の認識、集

団の視点として参加形態のデザイン、「２問題発見、課題の明確化・共有化段階の方法」で

は個人の視点として相互信頼関係の確立、集団の視点として大学生と住民の双方がプロセ

ス全体に関わることができるような参画基盤の確立、「３目標設定と解決策の策定段階の方

法」では個人の視点として目標のリストアップや大学生の目標分析と目標設定の支援、集

団の視点として実践方法の合意・共有化、「４実行段階の方法」では個人の視点として実践

課題の認識と解決の必要性の提言や住民・組織への働きかけ、集団の視点として自信と活

力を与えあうや実践課題と解決へのアプローチの共有化、「５評価・検証段階の方法」では

個人の視点として住民の視点を培うことへの評価や大学生を育む意識の醸成と実践への評

価、集団の視点として課題把握と解決策の提示についての評価やどのようにエンパワメン

トされたかの評価について、内的要因と外的要因が発生し、目標へと繋がり、主体が形成

されていくことが明らかとなった。  

 

５．考 察 

本研究は、住民参画の一貫性と協働のもと、地域福祉実践の展開を図ることで、実習生・

大学生と住民２つの主体が密接に関わり、１つの集団としても形づくられ、相互作用を働

かせながら、実践の展開がなされた。実習生・大学生は、外的要因として自分達のために

一緒になって考え、行動してくれる住民と出会うことができ、住民の地域への思いに直接

触れる参画基盤を得て、内的要因として住民のために、地域のために役に立ちたいという

意識を抱き、実践課題や意見対立などの葛藤を経験しながら、住民の視点を大切に取り組

んでいった。住民は、外的要因として実習生・大学生の地域への思いに直接触れ、若い力

を育む参画基盤を得て、内的要因として若い力と自らの地域のために、地域生活課題を認

識し解決しようと、自らの地域への思い強くしていった。集団は、外的要因として立場が

違うもの同士が協働で取り組む参画基盤を得て、内的要因として地域を良くしていきたい

という相互理解と相互協力のもと、自信と活力を与えあった。そして、いずれにおいても、

自己決定を促し、共通性や差異性を相対化させ、主体的に実践と向き合い、意識や行動を

成長させ、新たな価値観を培い、主体の形成を図るものであることが明らかとなった  
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